
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

朝
明
け
の
時
間
が
早
く
な
り
、
夜
の
帳
が
降
り
る

の
も
少
し
ゆ
っ
く
り
と
な
っ
て
、
日
が
少
し
長
く
な

っ
た
よ
う
で
す
。 

し
か
も
、
日
中
の
陽
気
は
う
ら

ら
か
で
、
境
内
の
桜
も
満
開
に
む
け
て
加
速
を
増
し
、

今
が
盛
り
と
咲
き
に
お
っ
て
い
ま
す
。 

 

◇ 

四
月
は
、「
卯
月

う

づ

き

」 

で
す
！ 

 

「
卯
の
花
が
咲
く
時
期
」
と
い
う
事
で
す
。 

卯

の
花
は
、「
空
木
（
う
つ
ぎ
）」
の
花
の
事
で
、
白
色

の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
る
低
木
で
す
。 

ま
た
、「
植

月
（
う
え
づ
き
）」
が
語
源
と
さ
れ
、
稲
の
苗
を
植

え
る
月
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。 
 
 

 

◇ 

四
月
一
日
は
、「
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
」で
し
た
。 

こ
の
日
の
午
前
中
に
軽
い
う
そ
を
つ
い
て
人
を

か
つ
い
で
も
許
さ
れ
る
と
い
う
風
習
な
の
で
す
。 

こ
れ
は
も
と
も
と
欧
米
の
習
慣
で
あ
り
、
日
本
で
は

余
り
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
は
、

こ
の
日
か
ら
新
年
度
と
い
う
事
で
、
人
を
か
つ
ぐ
余

裕
が
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 

い
よ
い
よ
新
年
度
で
す
。 

      

こ
の
新
年
度
を
新
し
い
職
場
や
学
校
で
迎
え
る

方
や
、
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
。 

春
は
、
新
た
な
出
会
い
の
季
節
な
の

で
す
ね
。 

目
上
の
人
や
目
下
の
人
、
同
年
輩
の
人

と
の
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
て
き
た
の
が
、「
礼
儀

作
法
」
や
「
し
き
た
り
」
と
い
っ
た
日
本
固
有
の
文

化
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
今
は
、

そ
の
礼
儀
作
法
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
風
潮
が
多

く
見
ら
れ
、
と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
も

そ
も
礼
儀
作
法
と
は
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の

心
の
表
現
な
の
で
す
。 

◇
仁
（
じ
ん
）
と
礼
（
れ
い
） 

孔
子
は
、
人
間
と
し
て
最
も
望
ま
し
い
あ
り
方 

を
「
仁
（
じ
ん
）」
と
考
え
ま
し
た
。 

こ
の
「
仁
」

と
い
う
心
の
あ
り
方
は
、
自
己
の
欲
求
や
我
意
（
が

い
と
読
み
、
わ
が
ま
ま
の
こ
と
で
す
）
を
抑
え
る
「
克

己
（
こ
っ
き
）」、
自
分
が
望
ま
な
い
事
を
他
者
に
し

な
い
よ
う
に
心
使
う
「
恕
（
じ
ょ
）」、
自
分
を
偽
ら

な
い
「
忠
」、
他
人
を
あ
ざ
む
か
な
い
「
信
」、
こ
の

四
つ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
四
つ
の
心
の
あ
り
方
で

あ
る
「
仁
」
に
よ
っ
て
人
と
接
す
る
場
合
、
そ
こ
に

相
手
の
敬
意
が
生
じ
、
こ
の
敬
意
を
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
表
現
し
た
の
が
、
実
は
、「
礼
」
な
の
で
す
。 

そ
し
て
、
形
だ
け
の
「
礼
」
や
、
心
だ
け
の
「
仁
」

は
そ
れ
ぞ
れ
不
備
と
考
え
ら
れ
、「
仁
」
と
「
礼
」

の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
状
態
が
人
間
の
理
想
と
さ

れ
た
の
で
す
ね
。 

「
仁
」
と
い
う
心
の
あ
り
方
を

表
し
た
の
が
「
礼
儀
」
で
、
そ
の
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
た
「
仁
」
と
い
う
心
を
時
や
場
所
や
状
況
に
応
じ

て
美
し
く
表
現
す
る
方
法
が
、
一
定
の
型
を
も
っ
た

も
の
が
「
作
法
」
な
の
で
す
ね
。 

 
 

◇
祝
詞
（
の
り
と
）
と
祭
式
（
さ
い
し
き
） 

我
々
神
職
が
日
々
神
様
に
奏
上
す
る
「
祝
詞
（
の

り
と
）」
は
、
神
様
へ
の
祈
り
の
心
、
目
に
見
え
な

い
そ
の
心
を
形
に
し
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
祭
典

を
行
う
上
で
の
事
細
か
な
取
り
決
め
「
祭
式
（
さ
い

し
き
）」
も
、
神
様
へ
の
畏
敬
の
心
を
形
に
表
し
、

統
一
さ
れ
た
約
束
事
、
ま
さ
に
「
お
作
法
」
で
、「
仁
」

と
「
礼
」
で
あ
り
ま
す
ね
。 

 

◇ 

江
戸
時
代
に
「
養
生
訓
」
を
記
し
た
貝
原
益
軒

（
か
い
ば
ら 

え
き
け
ん
）
は
、「
人
に
礼
法
あ
る

は
水
に
堤
防
あ
る
が
如
（
ご
と
）
し
」
と
書
き
残
し

て
い
ま
す
。 

日
本
固
有
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
礼

儀
作
法
」
を
取
戻
し
、
明
る
い
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
、

円
滑
な
人
間
関
係
を
構
築
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

神
様
に
捧
げ
た
真
心
を
忘
れ
ず
に
、
そ
の
真
心
で

人
に
接
し
な
が
ら
、
新
年
度
も
御
一
家
が
御
繁
栄
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス
第
二
十
三
号

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
二
十
年
四
月
五
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◇
三
月
の
祭
典
行
事
の
報
告 

 
▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

 
＊
三
月
十
日 

 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 

 

＊
三
月
十
五
日 

 
 
 

 
 

 

▼
維
蘇
志
会
勉
強
例
会 

 
 

 

＊
三
月
十
五
日 

 

▼
春
季
祖
霊
祭
、
神
道
会
総
会 

＊
三
月
二
十
日 

 
 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方
の
三
十
四
回
目
を
数

え
る
祖
霊
祭
と
十
七
回
目
の
総
会
の
開
催 

 
 

※
永
年
会
長
・
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た
上
田
・

江
木
両
氏
に
感
謝
状
授
与 

 
 

 
 

 

▼
㈱
サ
ン
ト
ー
日
月
旗
（
に
ち
げ
つ
き
）
奉
納 

＊
三
月
二
十
一
日 

 
 

 

◇
四
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 
 

▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

 
 

＊
前
夜
祭 
 

四
月
五
日 

 
 
 

＊
御
神
幸
祭 

四
月
六
日 

 

▼
福
浦
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
四
月
六
日 
 
 

※
福
浦
金
刀
比
羅
宮
境
内
の
稲
荷
社
例
祭 
 

▼
六
連
島
荒
神
社
例
祭 

＊
四
月
九
日 
 

▼
舟
島
祭 

 
 
 
 
 

＊
四
月
十
二
日 
 
 

※
巌
流
島
の
鎮
守
様
舟
島
神
社
例
祭
と
巖
流

佐
々
木
小
次
郎
剣
客
の
慰
霊
祭
を
斎
行 

 

▼
朝
粥
会 

 
 
 
 
 

＊
四
月
二
十
一
日 

 
 

※
午
前
六
時
半
祈
願
祭
、
宮
司
講
話
、
お
粥
を

食
べ
ま
す
、
七
時
二
十
分
終
了
予
定
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

 

▼
戦
没
者
慰
霊
祭 

 
 

＊
四
月
二
十
七
日 

 
 

※
境
内
慰
霊
碑
に
彦
島
出
身
戦
没
者
の
慰
霊

祭
を
斎
行 

 
 

▼
昭
和
祭 

 
 
 
 
 

＊
四
月
二
十
九
日 

 
 

※
祭
典
終
了
後
に
サ
イ
上
り
神
事
協
議
会
を

開
催
予
定 

◇
四
月
の
宮
司
の
予
定 
 

▼
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
会
出
席 

 

＊
四
月
二
日 

▼
当
宮
維
蘇
志
会
総
会
出
席 

＊
四
月
四
日 

▼
玄
洋
中
学
校
入
学
式
、
本
村
小
学
校
入
学
式 

 

＊
四
月
八
日 

▼
防
府
天
満
宮
に
て
開
催
の
山
口
県
神
社
総
代

会
研
修
へ
参
加 

＊
四
月
十
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会
出
席 

 

＊
四
月
十
四
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会
出
席 

 

＊
四
月
十
六
日 

▼
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会
出
席 

 

＊
四
月
十
七
日 

▼
西
中
国
信
金
経
友
会
西
山
支
部
総
会
出
席 

 

＊
四
月
十
八
日 

▼
迫
町
自
治
会
役
員
会
出
席 

＊
四
月
十
九
日 

▼
山
口
銀
行
彦
島
は
っ
て
ん
く
ら
ぶ
総
会
出
席 

 

＊
四
月
二
十
一
日 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
施
設
慰
問
（
特
別
養
護

施
設 

陽
光
園
）
に
参
加 

＊
四
月
二
十
二
日 

▼
防
府
天
満
宮
に
て
開
催
の
女
優
浅
野
温
子
「
日
本

神
話
へ
の
誘
い
」
語
り
部
部
会
実
行
委
員
会
出
席 

 

＊
四
月
二
十
二
日 

▼
西
中
国
信
用
金
庫
経
友
会
総
会 

＊
四
月
二
十
三
日 


